
別紙　行政外サービスの内包　意見一覧

・民間に建設させて商業フロアをつくる

・テナントの併設、行政と商業の一体化

・商業施設が多く必要

・市役所機能以外の要素を入れる（レストラン、喫茶、物販等）

・どのような層（世代）を対象に考えるか

・子育て世代の利便性（食事、買い物、病院等）

・魅力あるフロアの創設

・庁舎内における商業機能の併設の是非について議論すべき

・庁舎でにぎわいをつくることの是非について議論すべき

・プラティの活性化が優先。新庁舎は「気軽に待ち時間を過ごせる、くつろげる場所」程度で良い。

・にぎわいは虎渓用水広場との連携に留め、シンプルな庁舎を目指す

・商業機能の併設は駅北庁舎建設時に断念した経緯がある。お金を落としてもらう場所ではなく、障がいのある
子が集まれる等、駅南とは異なるにぎわいの場とする。

・憩いの場、癒しの場、集いの場

・暑さを緩和する緑の空間

・気軽に待ち時間を過ごせる、くつろげる場所

・衣・食・住・学の人が集う場所

・外国人との交流ができる場所

・情報発信の拠点機能、何か発見がある

・人との出会い、情報交換、情報共有

・何かプラスの情報がもらえる、行って得になる

・１階は虎渓用水広場との共有空間、市民の憩いの場とする

・１階部分を市民が交流できる、休める場所にする

・低層階１階の有効活用。虎渓用水広場と一体化（子どもスペース遊具など、中高生学習、くつろぎ、自由交流ス
ペース、ジュース、アイスクリームなどボックス整備）。

・虎渓用水広場と一体的に市民がくつろげるスペース（子育て中の親子～高校生、高齢者）、ジュース・お茶等
ボックスの設置

・高齢者から若者まで、市民交流ができる場所

・高齢者サロン、障がい者サロンの併設

・市民利用フリースペース（活動サロン等）、いこいの場

・コミュニティスペースとして、イベントができるホール・スペース、市民が借りられる会議室（ミニコンサート、文
化的空間、年代別）

・200人程度のコンサートホール等があれば（維持管理するコストがない）

・庁舎内の催事

・多くのイベントが開催できるスペースがほしい

・虎渓用水広場でのイベントが盛り上がりやすくなるよう工夫

・様々なイベントや展示が行われ有益な情報が得られる場所となること

・イベントができる施設

・市民ギャラリーを併設する（展示、発表など）

・個人がお店を出せるブース（若者が出店するチャンスの場）
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・展示会・美術館・陶磁器資料館、観光案内所、物産店（陶器、土産物、農産物等）

・市外の方目線で、人間国宝の方が作成された陶磁器が展示されている（博物館的に）

・多治見の物産・特産・土産の販売、道の駅を入れる

・「やくならマグカップも」の聖地となるフロア

・喫茶店、カフェ、レストラン等の併設

・フリースペースの充実（カフェなど）

・おしゃれなカフェ等あれば

・高層ビルであれば屋上レストラン等（８～９階程度では無理）

・有名小売店がある、安くておいしい食堂がある

・映画館

・コンビニエンスストアの併設

・庁舎の上層階をマンションに

・保育ステーション、託児所等、子育て世代が利用できる施設の併設

・子どもたちの成長に合った情報発信の場（赤ちゃんから高校生まで一緒に過ごせるスペース）

・子ども達が集まれる場所（土日含む）

・子育て世代が集まるステーションを考える

・子どもが遊べる

・子育て世代の相談交流の場、虎渓用水広場との連携

・子育てに関する交流の場所、育児、教育

・屋内遊戯場の併設

・虎渓用水広場に中高生が集うショップ等の民間の出店

・中高生の学習スペース

・中高生が自習できる場所の提供

・若い世代（特に高校生）の自習学習の場、虎渓用水広場との連携

・学生が自由に利用できるワークスペース

・高校生が集まれる

・多治見の文化が学べる、小中学生が学べる

・図書館等、学生が利用しやすく

・図書館等、生涯学習のサテライト

・観光案内ブース（名所、旧跡、美濃焼の歴史等）

・施設案内コーナー（文化財保護センター、土岐川観察館）

・土日開放

・展望フロア

・展望階をつくる

・ホテルのようなレストルーム（パウダールーム）

・喫煙室


